
GH けやき  第１回 地域連携推進会議   

議事録 

日時：令和 7 年 12 月 16 日 

14：00～15：30 

場所：GH けやき食堂 

参加者 地域の関係者 T さん、渋谷区グループホーム担当 I さん、入居者の親 T さん 

     入居者 T さん、世話人 N、管理者 A 

 

・参加者自己紹介 

・施設内見学 

・法人・施設概要説明 

・地域連携推進会議の開催意義 

・事業計画・BCP・感染症・防災に関する備え 

・日々のスケジュール説明 

・意見交換・質疑応答 

 

会議内で出たご意見・ご質問 

地域の関係者 T さん 

病院の調理師を経て 50 代から障害福祉関係の仕事を始め、作業所や支援センターなどで働

いていた。現在は元調理師の経験を活かして他グループホームの調理補助員やシニアクラ

ブ、地域ボランティア活動を行っている。 

 

けやきを見学してみて建物も立派で綺麗でビックリした。 



防災の問題として避難所としても使えるのでは？利用者家族も受け入れ出来そうと感じた。

備蓄は３日分では足りない気がする。せめて７日分は確保した方がいいのでは？ 

⇒けやきからの返答として、 

渋谷区とは防災協定を結んでいる。利用者家族も受け入れ可能で BCP の計画にも盛り込ん

でいる。備蓄に関しては最低限の３日分は確保しており、7 日分となると置き場所にも困る

事あり現実的ではない。 

 

渋谷区グループホーム担当 I さん 

訪問するたび思うことは毎回綺麗で整っている。食事作りは手料理で愛情を感じる。 

他のホームは食事で悩むこともあるようなのでけやきの利用者は幸せだと思う。 

今後も継続して今の対応を続けて欲しいと願う。 

 

入居者の親 T さん 

自宅では義理親の介護で手いっぱい。けやきホームの存在に助けられている。 

本人の想いを尊重した対応をしてくれており安心してけやきに任せている。毎日美味しい

手作りのご飯を作ってくれて感謝の想いでいっぱい。行事等で撮られた写真はどれも笑顔

に溢れ心から楽しんでいる事が分かる。これからもよろしくお願いします。 

 

入居者 T さん 

平日の日中は通所している。週末は土曜日に自宅に帰り月曜日の通所後にけやきに戻る生

活をしている。けやきの職員のサポートを受けながら毎日楽しく過ごしている。これからも

ずっと居たいと思っている。 

 

世話人 N 

改めて利用者や家族の想いを聞けるこの機会に感謝している。自分たちの役割を再認識で

きた。今後も利用者・その家族の笑顔が見られるように創意工夫をしたケアをしていく。 

 

 

次回開催：令和 8 年度内 


